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楽しくて実践的な「手話」を
学んでみませんか？

文社協では、聴覚障害への理解を深め、将来、手話ボランティアや手話通訳者として
聴覚障害のある方を支援する活動を希望される方のために、通年の手話講習会を開催しています。

毎週一回の講習会で、初級から通訳者養成クラスまで、少しずつステップアップしていけるプログラムです。

［問合せ］文京ボランティア支援センター   03-3812-3114

以前、中高生向けの学習塾に講師として勤めていたときに、聴覚に障害
のある生徒を受け持ったことがあったんです。その生徒とコミュニケー
ションをとるために少し手話を学んだのですが、せっかくならもっと勉
強したいと思い、3年前からこの講習会に参加しました。去年はコロナ
禍で講習会自体が中止になってしまったので、今年で2年目、中級コー
スで学んでいます。

手話講習会に参加した理由をお聞かせください。Q

手話は英会話と同じように自分のコミュニケーションの幅が広がる楽し
さを味わえるのが魅力だと思います。仕事を終えたあとの講習は大変に
感じるときもありますが、初級コースから一緒に参加しているさまざ
まな世代の人たちとの交流は楽しいですし、学ぶモチベーションにも
つながっています。また、講習ではテキストで学ぶのと合わせて、ろう
者の方と実際に会話するプログラムもあり、貴重な経験になっていると
思います。先日電車でテキストを読んでいたら、知らないろう者の方
から手話で「がんばってね」と話しかけてもらえました。その方と
少しだけですが手話で会話できたことがとても嬉しかったです。

受講してみて、いかがですか？Q

聴覚障害に関して「よく知らないこと」が原因でバリアをつくってし
まっている場面をしばしば見聞きします。私は手話を学ぶことで少し自
分の世界が広くなったと感じているので、周りの人たちにも興味を持っ
てもらえるよう少しずつでも働きかけていければと思っています。もう
少し上達したら、手話のボランティアなどにも参加してみたいですね。

今後どんなことにチャレンジしたいですか？Q

私は中途失聴・難聴者です。40歳を過ぎた頃に手話と出会い、
「見れば相手の言っていることがわかる！」と感動しました。手
話は私を新しい世界にいざなってくれた大切なものです。
受講生の皆さんが、学んだ手話で私に話しかけてきてくれるよう
になったときはとても嬉しいですね。「間違えているかも」「気
恥ずかしいな」そんな気持ちに打ち勝って話しかけてきてくれる
と、気持ちが通じ合ったような気がするんです。
コロナ禍では配信で講習することもあったのですが、受講生の皆
さんがLINEグループをつくって助け合っていたことには感銘を受
けました。この仲間意識をこれからも持ち続けてほしいですね。
人は誰しも年齢を重ねれば目はかすみ、耳は遠くなり、もの忘れ
も増えます。受講生の皆さんにとってこの手話講習会が、自分が
年老いても幸せに生きていける「共生社会」について考えるきっ
かけのひとつになることを願っています。

手話は自分の世界を
広げてくれます。
 （受講生：堀野 泰樹さん）

講習会の様子 講習会で使用するテキスト

受講生に
インタビュー

講師に
インタビュー

共生社会を
考えるきっかけに。
 （講師：岡田 恵美子さん）

手話講習会のお知らせ 講習会の詳細は、2面のインフォメーションやHPでもご確認いただけます。 詳細は2面へ

文社協だよりは、文京区社会福祉協議会で実施している事業やイベントのお知らせ、報告等を掲載
している、地域の福祉情報紙です。地域の皆さんが安心して暮らせるまちを目指して、皆さんの
つながり合いや助け合いをサポートするための情報を発信していきます。

あなたと地域をつなぐ情報紙

SDGsとは、2030年までに持続可能でよりよい
世界を目指す国際目標。文社協でも、主に「健
康・福祉」「まちづくり」「パートナーシップ」を目標
とした取り組みを進めています。



新型コロナウイルス感染拡大に伴い、上記講座等は内容（日時や開催方法）が変更、中止・延期になることがあります。
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イベント
第72回フミコムcafeオンライン「あなたはひとり
じゃないー孤独・孤立対策のこれからー」
社会のつながりの希薄化、新型コロナウイルスの影響の長期化で
孤独・孤立の問題が注目されてきている中で、政府も昨年末に
重点計画を策定。今後の対策について考えます。

3月16日（水）19：00〜20：30日時

オンライン開催（ZoomとYouTubeLiveで配信）会場

どなたでも対象
横山 北斗 氏（Social Change Agency代表理事）講師

なし定員

無料費用

不要　※詳細はフミコムHPをご覧ください https://fumicom.tokyo/申込

地域連携ステーション フミコム  03-3812-3044問合せ

講座 手話講習会
聴覚障害のある方を支援する手話ボランティアや手話通訳者を養成するための講習会です。ご応募の際は必ず募集要項をご確認ください。

5月19日（木）〜令和5年3月16日（木） ※原則毎週木曜（全40回）
昼クラス   9：45〜11：45
夜クラス 19：00〜21：00

日時

シビックセンター３階　障害者会館（初級・中級・上級）
区民センター４階　活動室B（通訳者養成）

会場

区内で活動を希望する高校生以上で、１年間を通じて受講ができ、
講習会修了後、文京区内でボランティア活動を希望する方

対象

テキスト代（初級・中級）3,240円 ※初級・中級を通じて2年間使用
テキスト代（上級・通訳者養成）4,860円 ※上級・通訳者養成を通じて2年間使用

費用

3月17日（木）〜4月1日（金）募集期間
右記で配布する申込書（ホームページからもダウンロード可）と、結果を通知する
ための返信用封筒（84円切手を貼った長形3号（120×235mm））を同封し、郵送
もしくは持参

申込 文京ボランティア支援センター　 03-3812-3114　
https://www.bunsyakyo.or.jp/

問合せ

講座
傾聴ボランティア講習会
高齢者などを支援する傾聴ボランティアを養成するための講習会です。
※日程①と②は同内容です。

4月15日（金）募集締切

①5月24日（火）〜7月12日（火）14：00〜16：00（全4回）
②7月26日（火）〜9月13日（火）14：00〜16：00（全4回）

日時

区民センター 3C会議室会場

傾聴の会「ぞうの耳」講師

区内在住・在勤・在学者対象

各8名（抽選）定員

テキスト代（100円程度）費用

下記で配布する申込書（ホームページからもダウンロード可）と、結果を
通知するための返信用封筒（84円切手を貼った長形３号（120×235mm））
を同封し、郵送もしくは持参

申込

文京ボランティア支援センター　☎03-3812-3114
https://www.bunsyakyo.or.jp/

問合せ

～皆さんの趣味・特技・経験を、地域で活かしませんか？～ ～視覚障害のある方へ向けたボランティア活動～
特技ボランティア募集 点訳ボランティア活動者募集

※新型コロナウイルス感染拡大を含め施設などの状況により、おつなぎできないこともありますので、予めご了承ください。

サークル・六点会  http://6tenkai.com/
tenji610@6tenkai.sakura.ne.jp［問合せ］

コロナ禍でも楽しみが見つけられるよう、福祉施設からボランティア活動
の募集が少しずつ増えてきました。入居者やスタッフの方々と、一緒に
楽しい時間をつくりませんか。

以前点訳をしていたけれどブランクがある方、点訳を学んだけれど実際
には点訳作業はしたことがないという方、私たちと一緒に点訳ボランティア
をしてみませんか？
サークル・六点会では、「ぼらんてぃあニュース」をはじめ、区の刊行物など
の点訳を行い、視覚障害のある方々や学校にお届けしています。
点訳、校正、修正など、点字印刷以外の作業は、ご自宅で行います。

文京ボランティア支援センター  03-3812-3114　
vorasen@bunsyakyo.or.jp［問合せ］

［募集している活動］囲碁の対局相手、伴奏してくださる方、書道や水彩画、
お花の植え方・育て方を教えてくださる方　など

［日程］ 応相談

研修 子育てサポーター認定制度　
ベーシックサポーター認定研修受講生募集！！
子ども・子育て支援新制度のスタートとあわせて創設された『子育て支援員研修』を
活用した、文京区独自の研修プログラム『文京区子育てサポーター認定制度』の受講
生を募集します。全3日間修了した方には「ファミリー・サポート・センター事業」など
の担い手として地域の子育て世帯のサポートをしていただきます。

①②貞静学園短期大学  ③区民センター会場

区内在住・在勤・在学の20歳以上の方対象

15名（抽選）定員

無料費用

電話で下記へ申込

4月25日（月）締切

①5月28日（土）9：30〜17：00  ②5月29日（日）9：30〜17：00
③5月30日（月）9：30〜12：00

日時

ファミリー・サポート・センター  03-3812-3043問合せ

講座 「遺言と任意後見で老いじたく」 
～自分と家族が困らないために～
遺言の種類や作成方法、注意点や遺留分についてと
任意後見制度についてわかりやすくご説明します。

区民センター 2A会議室会場

髙橋 哲 氏（司法書士）講師

区内在住・在勤・在学者対象

25名（申込順）定員

無料費用

あんしんサポート文京  03-3812-3156　 ansins@bunsyakyo.or.jp問合せ
5月9日（月）9：00から電話またはメールで下記へ申込

日時 6月8日（水）14：00〜16：00

手
話

講 会
習

〜あなたの暮らしに役立つ講座やイベントのお知らせ〜
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本紙に掲載されている広告についての詳細は広告主までお問合せください。広 告

http://www.fukushikai.comURL

〒113-0022
東京都文京区
千駄木3-52-1

24時間
365日受付

事前相談無料・お問い合せはこちらまで

道灌山会館
少人数から大規模葬まで
　　幅広く対応いたします。

霊安室完備

費用がお得になる会友制度あり

おかげさまで創立100周年 ～さらに前へ

歳末・地域福祉たすけあい募金に
ご協力をいただき、ありがとうございました

令和３年度募金総額 1,031万849円　募金件数 7,320件
皆さまからの温かいご支援は、福祉団体などの地域福祉活動費として活用させていただきます。

［問合せ］ 総務係  03-3812-3040

［問合せ］ 権利擁護センター（あんしんサポート文京）  03-3812-3156

・介護保険などの福祉サービスを利用したい
　けれど利用のしかたがよくわからない
・体が不自由でひとり暮らしなので、
　公共料金の支払いに行くことができない
・通帳や権利証のしまい場所がわからなくなってしまう

・認知症の母の預金を銀行でおろそうとしたら、家族では
　お金はおろせないと言われ成年後見制度をすすめられた
・自分や家族が認知症になった時のことが心配

お宅にうかがって
お話をお聞きします

成年後見制度についての
説明をいたします（予約制）。
また、必要に応じて

専門相談におつなぎします。

募金総額に繰越金70万円を加え、事務経費を除いた1,003万
9,724円を地域福祉活動費として活用させていただきます。
各事業への配分については、東京都共同募金会文京区地区
配分推せん委員会で決定しています。
歳末・地域福祉たすけあい運動についての詳細は、文社協
ホームページをご覧ください。

地域福祉活動費の使いみち

あんしんサポート文京ではこんなことをお手伝いしています。権利擁護センター

・青少年健全育成会への助成
こどものために

・ふれあいいきいきサロン普及事業や
  居場所など地域の支え合い体制づくり推進
・文社協だより
・文京区提案公募型協働事業「Ｂチャレ」
・文京区民生委員・
  児童委員協議会への助成
・社会を明るくする運動への助成
・屋外生活者援護事業
・地域公益活動

地域福祉推進のために

社会福祉法人 文京区社会福祉協議会

〒113-0033 文京区本郷4-15-14 区民センター4階　
 ［TEL］03-3812-3040 ［FAX］03-5800-2966 ［URL］https://www.bunsyakyo.or.jp/
 ［開所時間］8：30～17：15（祝日を除く 月～金）

文京区社会福祉協議会（文社協）は、様々な事業を通じて、文京区の地域福祉の向上と充実に努めている非
営利の民間団体です。地域の皆さんが主体的に取り組み、支えあえるまちづくりを、地域の皆さんをはじめ、
民生委員・児童委員、町会、自治会、地域福祉関係者・関係団体と一緒に進めています。

スマートフォンはこちら

かきくけ子育てサロン

・高齢者クラブ友愛訪問活動への助成
・アクティブ介護
・みまもり訪問事業

高齢の方のために

・通所施設指導員研修への助成
障害のある方のために

・ボランティアグループ研修費助成
・ボランティア活動基盤づくり事業
・福祉学習
・ぼらんてぃあニュース

ボランティア活動推進のために

福祉サービス利用援助事業 成年後見制度相談・支援

・成年後見制度や任意後見制度の説明や相談、
　制度利用までの手続き上の手伝いを行います。
・成年後見制度を多くの方に知っていただくために
　定期的に学習会を行っています。
・既に成年後見人になっている方や成年後見制度を
　利用しようとしている方のサポートとしての学習会も
　定期的に行っています。

支援内容

サービス内容
・定期的に訪問し、福祉サービスの利用支援や
  日常的な預貯金の払戻し、郵便物等書類の確認を
  行います（1時間800円）

利用できる方
・認知症や障害などにより日常生活上必要な
  福祉サービスの利用や金銭管理等が困難な方
・契約締結能力がある方

活動を始めて
2年をむかえました。

大切に使わせていただきます。

63.8%

8.8%

3.7%

9.0%

14.7%

歳末たすけあい運動は、かつては主に生活困窮の方への見舞金として配分され
ていましたが、地域福祉の進展に伴い、共同募金会の改革を経て、平成８年か
ら地域福祉活動に要する経費を中心に配分されています。

「かきくけ子育てサロン」は「（か）ようび（き）がるに（く）
ると（け）んこうになる」をコンセプトに、西片2丁目の

「西片のいえ」で、月 1 回地域の親子の方々を対象
に遊び場や情報の提供、育児相談、手遊びや絵本の
読み聞かせ等を行っています。
皆さまからご支援いただいた募金は、活動する際の
会場費や玩具購入費に使わせていただいています。

「かきくけ子育てサロン」は、これからも皆さま方と共
に地域の社会福祉活動を進めて参りたいと思います。
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